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慧

可

と

慧
〓

伊

吹

敦

は
じ

め
に

世
親
撰
、
北
魏
の
達
摩
菩
提
課
と
さ
れ
る

『涅
槃
論
』
に
つ
い
て
は
、

以
前
か
ら
成
立
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
が
、
別
に
論
ず
る
よ
う
に
、
そ

の
内
容
と

『績
高
僧
傳
』
「智
敷
傳
」

の
記
録
か
ら
見
て
、
翻
課
な
ど

で
は
な
く
、
そ
れ
を
初
め
て
講
義
し
た
と
さ
れ
る
慧
〓

の
著
作
と
見
る

の
が
妥
當

で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

こ
こ
で
當
然
問
題
と
す
べ
き
は
達
摩

菩
提
=
慧
〓

と
菩
提
達
摩

=
慧
可
と
の
同
異
で
あ
る
。
以
下
に
お
い
て

は
、
こ
の
問
題
を
考
察
す
べ
く
、
そ
れ
ぞ
れ
史
實
と
認
め
得
る
も
の
を

検
討
し
、
然

る
後
に
爾
者
の
接
鮎
を
探

つ
て
い
こ
う
と
思
う
。

一
、
菩
提
達
摩
と
慧
可
に
關
す
る
史
實

菩
提
達
摩

に
關
す
る
最
も
古
い
言
及
は
、
周
知

の
よ
う
に
、
五
四
七

年
頃
に
著
さ
れ
た
楊
街
之
の

『洛
陽
伽
藍
記
』

(A
)
で
あ
り
、

A
i

、
波
斯
國
の
人
で
百
五
十
歳
を
自
稻
し
て
い
た
。

今
2
、
洛
陽
の
永
寧
寺
の
塔
や
修
梵
寺
の
金
剛
神
像
を
讃
え
た
。

な
ど

の
事
跡
を
傳
え
て
い
る
。

一
方
、
慧
可

へ
の
言
及
は
曇
琳
撰
と
い
う

『
二
入
四
行
論
』

の
序
文

(B
)
に
始
ま
る
。
そ
の
成
立
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
北
周
武
帝
の
破

佛

の
際
に
慧
可
と
曇
琳
が
交
流
を
持

っ
た
時
期

の
も
の
で
あ
ろ
う
。
歎

種

の
テ
ク
ス
ト
が
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
大
き
な
相
違
は
見
ら
れ
ず
、

B
-

、
菩
提
達
摩
は
、
南
天
竺
國
の
大
婆
羅
門
國
王
の
第
三
子
で
あ
り
、
布

教
の
た
め
中
國
に
來
て
、
漢
魏
に
遊
化
し
た
。

B
乏
、
し
ば
し
ば
誹
諺
・中
傷
さ
れ
た
が
、
道
育
と
慧
可
と
い
う
弟
子
を
得
、

彼
ら
に

『
二
入
四
行
論
』
を
説
い
た
。

な
ど
と
い
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『績
高
僧
傳
』
(c
)
は
、
輝
宗
祖
師
と
し
て
の
菩
提
達
摩
像
や
慧
可

像
が
形
成
さ
れ
る
以
前

の
傳
記
を
傳
え
る
最
後

の
も
の
と
言
え
る
が
、

菩
提
達
摩
に
關
す
る
記
述
に
は
、
『洛
陽
伽
藍
記
』
や

『
二
入
四
行
論
』

の
曇
琳
序
に
基
づ
く
と
こ
ろ
が
多

い
。
し
か
し
、

C
i

、
初
め
、
宋
の
南
越
に
渡
來
し
、
後
に
北
魏
に
移
っ
た
。

な
ど

の
説
が
新
た
に
加
え
ら
れ
て
い
る
馳
は
注
目
さ
れ
る
。
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一
方

、
慧

可

に

つ
い

て

は
、

從

來

の
言

及

が
蝕

り

に
少

な

か

っ
た

こ

と

も

あ

り

、
次

の

よ
う

な
極

め

て
多

く

の
新

事

實

を
傳

え

て

い

る
。

C
-2
、

「僧
可
」
と
も
言

い
、
俗
姓
は
姫
、
虎
牢

の
人

で
あ
る
。

C
-3
、
濁
學

で
内

典

・
外
典
に
通
じ
た
。

C
4

、

四
十
歳

の
時
、
菩
提
達
摩

に
出
遇

っ
て
六
年

間
師
事
し
、

心

の
糧

と

し

て
四
巻
本

『
榜
伽
経
』
を
授

け
ら

れ
た
。

C
-5

、
そ

の
後
、
名
聲

は
高

ま
り
、
濁
特

の
辮
舌

で
有
名
と
な

っ
た
。

C
-6

、
天
平
の
初

め

(
五
三
四
)
に
北
魏

が
分
裂
す
る
と
、
東
魏

の
都

、
郭

(現
在

の
河
北

省
臨

潭
西
南
郭
鎭
蓮
東

一
帯
)

に
出

て
布
教

に
努

め
た
。

C
―7
、
北
齊

が
東
魏

に
替

わ

っ
た
天
保

の
初
め

(五
五
〇
)
頃

に
は
、
向

居

士

と
文
通
に
よ

っ
て
交
流
し
た
。

C
9

、

三
論
宗

の
慧
布

(五

一
八
ー
五
八
七
)
も
鄭
下

で
慧
可

に
参

じ
た
。

C
-9
、
道
恒
ら

の
迫
害

に
遇

い
、

そ

の
後

は
郭
や
衛
州

(現
在

の
河
南
省

汲

縣
)
、
相
州

(現
在

の
河
南

省
安
陽
市

の
南

)
を
彷

復

い

つ
つ
、
俗
謡

や

世
事

に
託

し
て
人
び

と

の
世
俗
的
通
念
を
除
く

こ
と

に
努

め
た
。

C
-10

、
那
輝
師
は
、
も
と
儒
教

の
學
者

で
あ

っ
た
が
、

相
州

で
慧
可

の
説

法

を
聴

き
、
學
士
十

人
と
と
も

に
出
家
し

て
弟
子
と
な

っ
た
。

C
-11
、
建

徳
六
年

(五
七

七
)
、
北
周

の
武
帝

が
北
齊

を
併
合
し

て
破
佛

を

行

っ
た
際
、
曇
琳

と
と
も
に
経
像
を
護

っ
た

が
、
二
人
と
も
賊

に
胃
を
斬

ら
れ
た
。
ま
た
、
曇
琳

に
封

し

て

『
樗
伽
経
』

の
講
義
も
行

っ
た
。

C
-12
、
弟
子

に
は
、
上
記

の
ほ
か
、
槃
輝
師
、
恵

騨
師
、
盛
輝
師
、
端

輝
師
、

長
…藏
師
、
眞
法
師
、
玉
法
師
、
善
師
、
豊
輝
師
、
明
暉
師
、
胡

明
師
な
ど

が
あ
り
、
善
師

、
豊

輝
師
、
明
輝
師
、
胡
明
師
な
ど

は

『
樗
伽
経
』

の
註

繹

を
著

し
た
。

C
-13

、
慧
可

の
弟
子
や
後
喬

に
は

「南

天
竺

一
乗
宗
」
を
稻

し
て

『
樗
伽
経
』

を
講
ず

る
も

の
が
お
り
、
法
沖

(五
八
六
i

?

)
は
彼
ら
に
學

ん
だ
。

C
-4
～
6
に
檬
る
と
、
少
な
く
と
も
五
三
四
年

よ
り
も
藪
年
前
ま
で

に
菩
提
達
摩
は
残
し
た
か
、
或

い
は
蹄
國
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
當
な

よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
四
十
歳
で
慧
可
が
初

め
て
菩
提
達
摩
に
出

遇
い
、
六
年
間
に
亙
っ
て
師
事
し
た
と
す
れ
ば
、
五
三
四
年
に
鄭
に
出

た
頃
は
既
に
五
十
歳
前
後
に
な
つ
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。
從
つ
て
、
慧

可
の
生
年

は
孝
文
帝
の
太
和
八
年

(四
八
四
)
前
後
、
菩
提
達
摩
と
の

相
見
は
孝
明
帝
の
正
光
四
年

(五
二
三
)
前
後
と
な
り
、
破
佛
の
際
に

は
既
に
九
十
歳
代
で
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

慧
可

は
、
菩
提
達
摩

と
別
れ
た
後
、
北
魏

の
分
裂
と
と
も
に
鄭
に

移

つ
た

(C
合

)
。
こ
の
頃
、
慧
布
が
参
じ
た
と

い
う
し
、
迫
害
に
も

遇

つ
た
の
で
あ
る
か
ら

(C
-8
、
C
-9
)
、
相
當

な
名
聲
が
あ
っ
た
と

見
て
よ
い
。
し
か
し
、
迫
害
の
後
は
住
所
を
定
め
ず
、
國
中
を
遊
行
し

て
廻

つ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、
こ
の
間

の
事
跡
は
ほ
と
ん
ど

傳
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
或

い
は
そ
れ
を
補
う
も
の
か
と
思

わ
れ
る
金
石
資
料
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
北
京
圖
書
館
金
石
組
編

『北

京
圖
書
館
藏
中
國
歴
代
石
刻
拓
本
匪
編
』
第
八
朋
所
牧
の

「量
輝
師
等

五
十
人
造
像
記
」
で
あ
り
、
そ
の
背
面
に
造
像
關
係
者
が
列
學
さ
れ
て

い
る
中
に
、

「比
丘
」
と
し
て

「恵
可
」

の
名
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
造
像
記
は
、
北
齊

の
武
平
三
年

(五
七
二
)
に
量
輝
師
が
中
心

と
な
っ
て
電
水
村

(現
在
の
河
北
省
唐
縣
の
西
の
雷
水
郷
)
に
阿
彌
陀

の
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白
玉
像
を
建
立
し
た
際

の
も
の
で
あ
り
、
時
代
や
地
理

の
貼
か
ら
見
て

も
、
こ
の

「恵
可
」
を
慧
可
と
同

一
視
す
る
こ
と
に
矛
盾
は
生
じ
な

い
。

し
か
も
、
こ
の
造
像
記
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「恵
可
」
と
と
も
に

「智

擦
」
と
い
う
僧

の
名
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「奴
ホ王」

は

「環
」

の
異
髄
字

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
造
像
記
に
い
う

「智
擦
」
が
、

『績
高
僧
傳

』
の

「簗
暉
師
」
や
暉
宗
で
い
う

「僧
燦
」
と
同

一
人
物

で
あ
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

こ
の
造
像
記
に
い
う

「恵
可
」
が
果
た
し
て
慧
可

で
あ
っ
た
と
す
れ

ぼ
、
慧
可
は
少
な
く
と
も
破
佛
の
直
前
ま
で
北
齊
國
内

で
活
動
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は

「法
沖
傳
」
の
記
載
か
ら
割
り
出
さ
れ
る

慧
可
の
残
年
と
も
整
合
性
を
持

つ
。
法
沖
は
慧
可

の
直
接
の
弟
子
に
學

ん
だ
と
い
う
が
、
そ
の
時
期
と
場
所
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

傳
記
の
行
文

に
沿

つ
て
理
解
す
れ
ぼ
、
貞
観
初
年

(六
二
七
)
以
降
、

安
州
に
お

い
て
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
の
頃
ま
で
慧
可

の
弟
子

が
生
存
し
て
い
た
と
す
れ
ぼ
、
破
佛
の
頃
ま
で
慧
可
が
生
存
し
て
い
た

可
能
性
は
非
常

に
高

い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

二
、
達
摩
菩
提
と
慧
〓

に
關
す
る
史
實

次
に
達
摩
菩
提
や
慧
〓

に
關
す
る
史
實
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

達
摩
菩
提

に
關
し
て
は
、
輕
録
等
に

『涅
槃
論
』
の
謬
者
で
、
北
魏
の

人
だ
と
さ
れ
る
以
外
に
は
何
ら
の
事
跡
も
傳
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
が
、
慧
〓

に
つ
い
て
は
、
先
に
言
及
し
た

「智
敷
傳
」
に
よ

っ
て
、

次
の
よ
う
な
諸
鮎
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

1
、
周

の
武
帝

の
破
佛

の
際

に
中
原

か
ら
陳

に
逃
れ

て
き
た
、
賊
摩

利
三
藏

の
弟

子

で
あ

る
慧
〓

が
、
使
者

の
劉
璋

と
と
も
に
南
海

(現
在

の
廣
東

省
廣

州
市
)
に
行
き
、
そ

こ
で

『涅
槃
論
』
を
手

に
入
れ
た
。

2

、
太
建
十

一
年

(
五
七
九
)
以
降
、
初

め
は
恐
ら
く
循
州

(廣
東
省
恵

州

市

の
東
北
)

の
平
等
寺

に
お

い
て
、
次

い

で
慧
〓

の
住
慮

の
豫
章

(現

在

の
江
西
省
南
昌
市
)

の
鶴
嶺
山

で
、
智

敷
は
磯
法
師
と
と
も

に
慧
〓

の

『涅
槃
論
』

の
講
義
を
聴

き
、

「序
分
種
性
分
前
十
三
章
」

の
玄
義
と

「第

三
分
」
を
學
び
終

え
、

「十
海
十
道
」

を
得

た
が
、
そ

の
後

、
慧

駕

の
病
気

の
た
め
、
講
義

は
中
噺
を
鯨
儀
な
く
さ
れ
た
。

3
、
太
建
十

四
年

(五
八

二
)
、
智
敷

は

『
涅
槃

纒
』
の
残
り

の
部
分

の
講
義

を
聴

く

べ
く
、
慧
〓

の
指

示

に
從

つ
て
、
建
業

に
海
潮
法
師
を
尋

ね
た

が
、
捜

し
當

て
る
こ
と

は
出
來
な

か
っ
た
。

そ

の
替

わ
り
栖
玄
寺

の
慧

曉
輝
師

に
出
遇

い
、
曇
林

の

『
涅
槃
経
』

の
註
疏

を
授

け
ら
れ

た
。

そ

れ

は

『涅
槃
論

』
と
通
ず

る
内
容
を
持

つ
て

い
た
が
、
十
分
と

は
言

え

な
か

っ
た
。

4
、
智

敷
は
、
そ

の
後
、
循

州

に
蹄
り
、

「新

文
十

三
章

」
、
即
ち

『涅
槃
論
』

の
講
義

を
二
十

遍
近
く

し
た
が
、
開
皇
十

二
年

(五

九
二
)

の
王
仲
宣

の
齪

の
際

に
、
そ
れ
に
關

す

る
章
疏
類
は
全

て
焼
失
し

て
し
ま

っ
た
。
そ

の
た

め
、

そ

の
後

は
主

と
し
て

『
撮
大
乗
論
』

の
講
義

を
行
な

い
、
高

弟

二
十
五
人
を
得

て
、
仁
壽

元
年

(六

〇

一
)
に
残
し
た
。

智
敷
は
太
建
十
四
年
に
慧
〓

の
指
示
に
從

つ
て
建
業
に
海
潮
法
師
を

尋
ね
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
慧
〓

の
入
寂
を
前
提
と
し
た
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も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
慧
〓

は
そ
れ
以
前
に
既
に
亡
く
な
つ
て
い
た
は

ず

で
あ
る
。
『績
高
僧
傳
』
は
慧
〓

の
年
齢
に
は

一
切
言
及
し
な
い
が
、

眞
諦
三
藏
…
(四
九
九
ー
五
六
九
)
の
弟
子
の
智
敷
が
師
事
し
た
と

い
う

こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
相
當

の
高
齢
で
あ
っ
た
と
見
ね
ば
な
る
ま
い
。

と
こ
ろ
で
、
『涅
槃
論
』
を
め
ぐ
る
様

々
な
設
定
が
事
實
で
は
な
く
、

流
通

の
た
め

の
創
作
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
別
に
論
ず
る
通
り

で
あ
る
が
、

こ
こ
で
問
題
な

の
は
、
「践
摩
利
三
藏
」
の
弟
子
を
名
乗

り
、
「南
海
」
で
得
た
と
稻
し
て
お
き
な
が
ら
、
慧
〓

は
ど
う
し
て

『
涅

槃
論
』
が

「元
魏
」
の

「達
摩
菩
提
課
」
で
あ
る
な
ど
と
言
い
出
し
た

の
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
輩
に
権
威
付
け
だ
け
が
目
的

で
あ
れ
ば
、

達
摩
菩
提
を

「陳
」

の
人
と
す
る
か
、
「陳
」

の

「賊
摩
利
課
」
と
し

た
ほ
う
が
遥
か
に
自
然

で
あ
つ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
從

つ
て
、
そ

う
し
た
設
定
を
慧
〓

が
敢
え
て
採

つ
た
と
こ
ろ
に
は
、
そ
れ
な
り

の
理

由
が
あ

っ
た
と
考
え
ね
ぼ
な
ら
な

い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
出
身
地
、

北
魏

へ
の
強

い
愛
着

で
あ

つ
た
こ
と
は
恐
ら
く
間
違
い
な

い
で
あ
ろ
う

し
、

「達
摩
菩
提
」

の
名
に
拘

っ
た
貼
か
ら
見

て
、
北
魏
に
お
け
る
達

摩
菩
提
と
の
何
ら
か
の
關
係
が
、
そ
れ
と
分
か
ち
難
く
結
び

つ
い
て
い

た
こ
と
は
容

易
に
想
像
が
つ
く
。

三
、
両
者

の
接
黙
に
つ
い
て

以
上
、
菩
提
達
摩
と
慧
可
、
達
摩
菩
提
と
慧
〓

の
そ
れ
ぞ
れ
に
關
し

て
史
實
と
認

め
得
る
事
柄
を
検
討
し
た
の
で
、
次
に
種
々
の
鮎
か
ら
爾

者

に
い
か
な
る
接
駝
が
あ
る
か
と

い
う
こ
と
を
問
題
に
し
て
ゆ
こ
う
。

a
、

名

稻

に

つ

い

て

先
ず
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
名
稻
の
類
似
で
あ
る
。
菩
提
達
摩
が

古
く

「達
摩
菩
提
」
と
も
呼
ば
れ
た
と

い
う
こ
と

は
、
次
の
よ
う
な
事

實

か
ら
見
て
、
ほ
と
ん
ど
疑
う
蝕
地
が
な

い
。

即
ち
、
青
蓮
院
文
書

『
大
乗
入
道
』
の
冒
頭
に
引
用
書
目
を
掲
げ
る
中
に

「菩
薩
大
乗
坐
輝

法

亦
名
壁
観
三
昧
法
。
葉
波
國
師
達
摩
菩
提
説
」
と
い
う
書
名
を
載
せ
て
い
る

が
、
こ
こ
の

「達
摩
菩
提
」
は

「壁
観
」
と
關
聯
づ
け
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に

「菩
提
達
摩
」
を
指
す
。
し
か
も
、
こ
こ
で

「葉
波
國
師
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
『洛
陽
伽
藍
記
』
に

「波
斯
國
胡

人
」
と

い
う
も
の
の
轄
託
で
あ
ろ
う
が
、
『
二
入
四
行
論
』
も

『=績
高

僧
傳
』
も

「南
天
竺
國
」

の
人
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前

の

古

い
傳
承
に
基
づ
く
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
智
昇
の

『開
元
繹
教
録
』

(七
三
〇
)

で
は
、
『涅
槃
論
』
を

達
摩
菩
提
の
翻
繹
と
認
め
た
う
え
で
、
そ
れ
と
は
別
に
偈
造
の
三
巻
本

の

『涅
槃
論
』
が
流
布
し
て
お
り
、
そ
れ
も

「達
摩
菩
提
繹
」
と
さ
れ

て
い
る
と
述
べ
る
の
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
こ
れ
は

『樗
伽
師
資
記
』
(七

一
三
ー
七

一
六
頃
)
の

「菩
提
達
摩
章
」
で

「自
外
更
有
人
儒
造
達
摩
論

三
巻
。
文
繁
理
散
。
不
堪
行
用
」
と
い
う
も
の
に
相
當
す
る
で
あ
ろ
う
。

巻
敷
が

一
致
し
て
い
る
う
え
に
、
言
及
す
る
爾
文
鰍

の
成
立
時
期
も
非

常
に
近
い
か
ら
で
あ
る
。
從

っ
て
こ
れ
も
、
八
世
紀
初
頭
に
あ
っ
て
は

暉
宗
内
で
も

「菩
提
達
摩
」
と

「達
摩
菩
提
」
と
が
明
確
に
は
画
別
さ

199



慧
可

と
慧
〓

(伊

吹
)

れ
て
い
な
か

つ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

更
に
、
『
景
徳
傳
燈
録
』
が
、
巻
第
三
の
慧
可
傳
で

「菩
提
達
磨
」
に

註
記
し
て

「奮
本
云
。
達
磨
菩
提
」
と
言
つ
て
い
る
の
も
、
古
く
菩
提

達
摩
が

「達
磨
菩
提
」
と
も
表
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

一
方
、

「慧
可
」
と

「
慧
〓
」
に
關
し
て
は
、
『廣
韻
』
に
檬
れ
ぼ
、

「寄
」
も

「可
」
も
上
聲
の

「寄
」
の
韻

に
属
し
、
前
者
は

「古
我
切
」
、

後
者
は

「枯
我
切
」
で
、
類
似
し
た
獲
音
と
見
ら
れ
、
ま
た
、
「寄
」
は

『説
文
解
字

』
に

「可
也
」
と
訓
じ
て
い
る
よ
う
に
、
意
味
的
に
も

「可
」

に
通
ず

る

の
で
あ
る
か
ら
、
同

一
人
物

の
名
構
と
し
て

「慧
可
」
と

「
慧
〓
」
が
用

い
ら
れ
た
と
し
て
も
、
少
し
も
異
と
す
る
に
は
當
た
ら

な
い
は
ず

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
菩
提
達
摩
が

「達
摩
菩
提
」
と
呼
ぼ
れ
、
慧
可
が

「
慧
〓
」

と
呼
ば
れ
た
と
い
う
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
少
な
く
と

も
名
稻

の
相
違
の
み
を
根
檬
に
爾
者
が
同

一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
否
定

す
る
こ
と
は
困
難
な

の
で
あ
る
。

b
、
年
代
的

・
地
理
的
關
係

慧
可
の
入
寂
に
つ
い
て
は
何
も
知
ら
れ
な
い
が
、先

に
見
た
よ
う
に
、

少
な
く
と
も
北
周
の
破
佛

の
頃
ま
で
は
生
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
慧
〓

も
晩
年
に
破
佛
に
遭
遇
し
、
そ
れ
を
避
け
て
南
遷
し
た
と

さ
れ
て
お
り
、
傳
記
に
共
通
瀦
が
認
め
ら
れ
る
。

法
沖
が
慧
可

の
弟
子
に
教
え
を
受
け
た
の
は
安
州

(現
在
の
湖
北
省
安

陸
縣
)
に
お

い
て
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
し
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
『績
高
僧
傳
』
巻
第
二
五
の

「辮
義
傳
」
に
檬
れ
ぼ
、
慧

可
の
弟
子
と
見
ら
れ
る
槃
輝
師
が
か

つ
て
盧
州

(現
在
の
安
徽
省
合
肥
市
)

の
濁
山
の
梁
静
寺
に
住
し
て
お
り
、
仁
壽
四
年

(六
〇
四
)
以
前

に
亡

く
な

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
の
輝
宗

で
第
四
祖
と
さ

れ
、
僧
環
に
師
事
し
た
と
さ
れ
る
道
信
は
、
『績
高
僧
傳
』
巻
第

二
〇

「道
信
傳
」
に
檬
れ
ば
、
十
二
歳
の
時

(五
九

一
)
舒
州

(現
在
の
安
徽

省
潜
山
縣
)

の
嶢
公
山
で
何
庭
か
ら
と
も
な
く
現

れ
た
二
人

の
僧

に
輝

を
學
び
、
十
年
間
に
及
ん
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
後
に
こ
の
二
人
は
道

信
を
置

い
て
羅
浮
山
に
去

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
傳
記

に
よ
つ
て
慧
可
の
弟
子
の
多
く
が
安
徽
省
か
ら
湖
北
省
に
か
け
て
の
長

江
北
岸

の
地
域
に
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。
慧
〓

が
南
遷
の

後
に
住
し
た
と
い
う
豫
章
も
、
長
江
以
南
と

い
う
相
違

は
あ
る
も
の
の

比
較
的
近
く
、
こ
こ
に
も
慧
可
と
慧
〓

の
關
係
を
看
取
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

更

に
、
慧
〓

が
南
海
で

『涅
槃
論
』
を
得
た
と

い
う
こ
と
と
、
道
信

の
師

の
二
人
の
僧
が
後
に
羅
浮
山

へ
と
移

つ
た
と

い
う
こ
と
と
の
間
に

も
何
ら
か
の
關
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。
羅
浮
山
は
循

州
に
あ
る
が
、
そ
こ
は
南
海
に
も
近
く
、
ま
た

『涅
槃
論
』
の
講
義
が

初
め
て
行
わ
れ
た
智
敷
の
平
等
寺
の
あ
つ
た
と

こ
ろ
で
も
あ
る
。

更

に
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ぼ
、
道
宣
自
身
、
或

い
は
菩
提
達
摩
と
達

摩
菩
提
、慧
可
と
慧
〓

の
關
係
を
疑

っ
て
い
た

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

『績
高
僧
傳
』
に
お
い
て
菩
提
達
摩
が
宋
の
時
代

に
海
路
中
國
に
來
た
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と
さ
れ
た

の
は
、
慧
〓

や
智
敷
の
活
動
に
よ
っ
て

「達
摩
菩
提
課
」
の

『涅
槃
論
』

が
南
朝
の
陳
で
流
布
し
始
め
た
こ
と
と
關
聯
す
る
の
で
は

な
い
か
と
疑

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

c
、
曇
琳
と
の
關
係

『涅
槃
論
』
を
介
し
て
、
慧
〓

は

「達
摩
菩
提
」
と
接
貼
を
持

つ
が
、

更
に
慧
曉
を
介
し
て
曇
琳
と
も
結
び

つ
く
。
道
宣
に
檬
れ
ば
、
『涅
槃

論
』
に
精
し

い
海
潮
法
師
を
求

め
る
智
敷
に
封
し
て
、
建
康

の
名
徳
、

栖
玄
寺
慧
曉

は
曇
琳

(曇
林
)

の

『涅
槃
経
』

の
註
疏
を
與
え
た
と

い

う
の
で
あ
る
。
こ
の
行
爲
は
、
恐
ら
く
曇
琳
と
慧
〓

と
の
間
に
密
接
な

關
係
が
あ
る
と
い
う
認
識
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
慧

可
に

つ
い
て
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
古
く
か
ら
曇
琳
と
の
關
係
が
傳
え

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
慧
可
と
慧
〓

の
間
に
關
聯
性
を
認
め
る

の
も
、
強
ち
無
理
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

d
、
『涅
槃
論
』
と
興
皇
寺
法
朗

別
に
論
ず

る
よ
ヶ
に
、
『
涅
槃
論
』
と
三
論
宗

の
興
皇
寺
法
朗
の

『涅

槃
経
』
の
科

文
は
極
め
て
よ
く
似
て
お
り
、
『涅
槃
論
』
の
作
者

(慧

〓
)
と
法
朗

の
素
養
が
極
め
て
近

い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の

と
言
え
る
が
隅
非
常
に
興
味
深

い
こ
と
に
、
法
朗
と
慧
可
に
つ
い
て
は
、

そ
の
素
養
に
共
通
す
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
資
料
的
に
確
か
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
『績
高
僧
傳
』
巻
七

の

「慧
布
傳
」

に
、
慧
布

が
慧
可
に
参

問
し
た
後
の
こ
と
と
し
て
、

「乃
縦
心
諸
席

。
備
見
宗
領
。
周
覧
文
義
。
蛇

具
胸
襟
。

又
爲
章
疏

六
駄
。
負

還
江
表
。
拉
遣
朗
公
。
令
其
講
説
。
因
有
遣

漏
α
重
往
齊
國
。
廣
爲
所
閾
。
齎

還
付
朗
。
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
論
宗
に
お
け

る

『涅
槃
経
』
の
研

究
は
實
に
法
朗
に
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
法
朗
が

『涅
槃
経
』
を
重
ん

じ
、
ま
た
、
そ
の
科
文
が
河
西
道
朗
や
地
論
師

の
影
響
を
受
け
て
い
る

の
は
、
恐
ら
く
、
こ
の
慧
布

の
活
動
に
由
來
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
『績
高
僧
傳
』

の
行

文
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
法
朗
が
慧
布
を
通
し

て
得
た
章
疏
の
類
が

正
し
く
慧
可
の
周
園
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

つ
た
と
い
う
こ
と
な

の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
も
し
慧
可
と
慧
〓

が
同

一
人
物

で
あ
っ
た
と
す

れ
ぼ
、
『涅
槃
論
』

の
科
文
が
法
朗
の
そ
れ
と
非
常

に
近
い
の
は
、
同

じ
北
地
に
お
け
る
涅
槃
學

の
傳
統
を
受
け
た
か
ら

に
他
な
ら
な
い
わ
け

で
、
全
く
異
ど
す
る
に
は
當
た
ら
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。

e
、
『涅
槃
論
』
の
思
想
と

『榜
伽
経

』
『二
入
四
行
論
』

私
見
に
よ
れ
ば
、
『涅
槃
論
』
は
、
元
來
、
慧
〓

の
講
義
と

一
髄
の

關
係
に
あ
つ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
の
み
で
は
、
そ
の
思
想
を
十

分

に
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
吉
藏
や
灌
頂
な
ど
の

引
用
か
ら
見
る
と
、
彼
ら
に
は
、
次

の
文
章
に
見

ら
れ
る
、
衆
生
と
佛

の
相
即
を
説
く
主
張
が
思
想
的
特
色
と
映

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「願
佛
開
微
密
。
廣
爲
衆
生
説
。
云
何
微
密
。
身
外
有
佛
亦
不
密
。
身
内
有
佛

亦
非
密
。
非
有
非
無
亦
非
密
。
衆
生
是
佛
故
微
密
。
云
何
衆
生
是
佛
。
衆
生

非
有
非
無
。
非
非
有
非
非
無
。
是
故
衆
生
是
佛
。」
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と

こ
ろ

で
、

天

台
智
〓

の

『
法

華

玄

義

』

に

は
、

次

の
よ

う

な

記

述

を

見

る

こ
と

が

で

き

る
。

「有
言
頓
悟
即
佛
。
無
復
位
次
之
殊
。
引
思
益
纒
云
。
如
此
學
者
。
不
從

一
地

至

一
地
。
又
有
師
言
。
頓
悟
初

心
。
即
究
寛

圓
極
。
而

有
四
十

二
位
者
。
是

化
鈍
根
方
便
。
立
淺
深
之
名

耳
。
引
榜
伽

云
。
初
地

即
二
地
。

二
地
即
三
地

寂
滅
眞
如
。
有
何

位
次
。
」

(巻
五
上
)

「九
者
北
地
輝
師
。
明
二
種
大
乗
教
。

一
有
相

大
乗
。
二
無
相
大
乗
。
有
相
者

。

如
華
嚴
理
路
大
品
等
。
説
階
級

十
地
功
徳
形
相
也
。
無
相
者
。
如
榜
伽
思
益
。

眞
法
無
詮
次
。
,
一
切
衆
生
即
涅
槃
相
也
。
」

(巻
十
上
)

つ
ま
り
、
北
地
の
輝
師
な
ど
に

『榜
伽
纒
』
や

『思
益
纒
』
に
基
づ

い
て

「頓
悟
」
説
を
説
き
、

「
一
切
衆
生
即
涅
槃
相
也
」
と
主
張
す
る

人
々
が
あ

つ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
思
想
は
明
ら
か
に

『涅
槃
論
』

と
軌
を

一
に
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
當
時

の
認
識

に
お
い
て
は
、
『涅

槃
論
』
の
主
張
が

『榜
伽
経
』
の
そ
れ
と
必
ず
し
も
無
關
係
と
は
考
え

ら
れ
て
い
な
か
つ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、

こ
の

「衆
生
是
佛
」
思
想
に
、
『
二
入
四
行
論
』
の
、

「理
入
者

謂
籍
教
悟

宗
。
深
信
含

生
凡
聖
同

一
眞
性

。
但
爲
客
塵

妄
覆
不
能
顯

了
。
若
也
捨
妄
錦
眞
。

凝
住
壁
観

。
無
自
他
。
凡
聖
等

一
。
堅

住
不
移
。
更

不
随
於
言
教
。
此
即
與
眞
理
冥
符

。
無
有
分
別
。
寂
然
無
名
。
名
之
理
入
。
」

と

い
う

「理
入
」
の
思
想
と
通
底
す
る
も
の
を
認
め
る
こ
と
も
困
難
で

は
な
い
で
あ

ろ
う
し
、
更
に
、

こ
う
し
た
思
想
が
後
代

の
輝
宗
と
直
結

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
從
っ
て
、
こ
の
黙
か
ら

も

『涅
槃
論
』
と
慧
可
を
結
ぶ
線
を
想
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な

い
と

思

わ

れ

る
。

む
す
び

以
上
、
『涅
槃
論
』
が
慧
〓

の
著
作
で
あ
る
と

い
う
前
提
の
も
と
に
、

様
々
な
黙
か
ら
菩
提
達
摩
と
達
摩
菩
提
、
慧
可
と
慧
〓

が
同

一
人
物
で

あ
る
可
能
性
を
探
つ
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
確
實

な
根
檬
は
示
す
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
黙
で
爾
者
に
類
似

や
關
聯
性
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
論
謹
と
し
て
は
十
分
で
は
な
い
か
ら
、

安
易
に
同

一
視
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
も
し
、
こ

の
假
説
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
明
確

で
は
な
か
っ
た

慧
可
の
晩
年
の
事
跡
が
略
ぼ
特
定
で
き
る
ぼ
か
り

で
な
く
、
慧
可
自
身

の
思
想
や
性
格
に
つ
い
て
も
、
我
々
は
從
來
の
見
方
を
大
幅
に
改
め
な

く
て
は
な
ら
な
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。

[附
記
]
『涅
槃
論
』

の
成
立

、
拉
び

に
本

稿

の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
近
く

『東

洋
學
研
究
』
(東
洋
大
學

東
洋
學
研
究

所
)
に
掲
載

す
る
豫
定

で
あ
る
か
ら
、

併
せ

て
参

照
さ
れ
た

い
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

慧
可
、
慧
〓

、
菩

提
達
摩
、
達
摩
菩
提
、
涅
槃
論

(東
洋
大
学
助
教
授
)

202


